
 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■名瀬谷戸の会 

11月、12月の定例作業の予定は以下のとおりです。 

11 月 1 日（土）、9 日（日）、10 日（月）、17 日（月） 

  12 月 6 日（土）、14 日（日）、15 日（月）、22 日（月） 

  活動時間：10:00〜15:00 

                （福田 記） 

 

★■さがみの森 

「さがみの森」は毎月第 2土曜日と第 4日曜日に定例活動をしています。  

11月は 8日（土）と 23日（日）です。 

主な作業は間伐、除伐、つる切り、道づくり等。 

参加希望の方は、活動日の 3日前までに「フォレスト 21さがみの森」へ連絡をお願いします。 
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

第 203号   2025年 2月 10日発行 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

上高地・焼岳 （撮影 塙） 

活動予定 
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集 合：8:30 

場 所：橋本駅（JR横浜線・京王線）南口マクドナルド前  

参加費：300円  

 レンタカーに乗り合わせて約 30分、相模原市緑区三ヶ木近くの仙洞寺山の国有林で森林整備をしています。  

持ち物：弁当、飲み物。なおヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり、借りられます。  

中止の場合：活動中の天候や、現場までの道のりに危険が予想される場合は中止。前日 18:00までに中止の連絡

あり。   

※※※さがみの森の活動に初めて参加される方※※※※  

下記の専用フォームに入力してください。  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform  

その際、「フォレスト 21さがみの森」を知ったきっかけについて、 

「NPO法人全国森林インストラクター神奈川会の紹介」と入力してください。 

～フォレスト 21さがみの森～ 

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-14 第一ライトビル 405号室  

 TEL：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536  

 E-mail：sagami@moridukuri.jp 担当 樋口 満里  

 (久保 記） 

 

★■木もれびの森 

JFIKでは相模原市の住宅地や国道 16号線沿いに広がる 73 ha もの平地林「木もれびの森」で森林保全活動をし

ている団体の一つ「NPO法人相模原こもれび」への人的活動支援を行っています。 

参加希望の方は NPO法人相模原こもれび（https://www.npo-komorebi.com/）をご確認いただき、 

080-1032-3927（白川）までご連絡ください。 

場 所：木もれびの森 イヌシデ広場 

    〒252-0331神奈川県相模原市南区大野台 8丁目 16 

    JR横浜線「古淵駅」より徒歩 20分 

   詳しくは右の QRコードを読み込んでください。 

参加費：なし 

日 当：なし 

保 険：市民活動サポート補償制度（保険契約者：相模原市） 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/joho/1006570.html 

   「団体等に一時的・臨時的に名簿登録し、ボランティア活動に参加する人」への適用を想定 

（白川 記） 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「開国の港、浦賀の自然と歴史を訪ねる」 

日 時：11月 19日（水）、11 月 22日（土） ※両日とも雨天中止  

集 合：京浜急行・浦賀駅 改札口外 10：00 （受付開始は 9：30）  

解 散：京浜急行・浦賀駅 14：30頃の予定 

募集定員：各回 40名 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe3jjsdPZTDt0GH7fK48subNql3FuXefgJJfEt3EHgOpH3r0g/viewform
https://www.npo-komorebi.com/
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/fukushi/1026643/joho/1006570.html
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コース概要：京急浦賀駅      →大衆帰本塚→浦賀コミュニティセンター      →西叶神社（鏝絵）→浦賀奉行所跡→

為朝神社→西浦賀海浜公園（昼食）      →陸軍桟橋→浦賀の渡し船      （両岸）→徳田屋跡→東叶神社→東林寺→

専福寺→東耀稲荷→ミニストップ      →乗誓寺→バス停・新町乗車→京急浦賀駅      （解散） 

（歩行距離約 5 ㎞） 

申し込み：実施日の 3日前までに全国森林インストラクター神奈川会（JFIK）ホームページ・イベント情報・参

加申し込みフォームから申し込んでください。  

※企画の詳細については JFIK ホームページ・イベント情報に掲載してありますのでご覧下さい。   

＜今後の予定＞（申し込み受付は当会ホームページ・イベント情報掲載後からとなります。） 

・12月  神奈川宿・高島台・三ッ沢せせらぎ緑道の自然を楽しむ  17日（水） 20日（土） 

・ 1月  富士と菜の花の吾妻山そして川勾神社での初詣（仮題）  14日（水） 17日（土） 

（鈴置 記） 

 

★■四季の森公園「特定植物観察会～紅葉」手話通訳付き予定 

今年最後の「特定植物観察会」です。真っ赤に色づくイロハカエデやニシキギ、橙色になるコハウチワカエ

デ、 黄色が鮮やかなハナノキ等々が待っています。晩秋に色づく里山をご一緒に楽しみましょう。 

事前下見：11月 23日（祝・日） 10：00～11：30   

当日下見：11月 30日（日） 10：30～12：00   

本  番  ：11月 30日（日） 13：00～14：30（12：45集合）  

スタッフ：リーダー嶺、サブリーダー佐野（仁）、西岡、日比野 

集合は下見・本番共に北口管理事務所前です。下見・本番に参加する際は、リーダーにお知らせください。 

資料を送ります。本番では名札の着用をお願いいたします。公園への連絡は不要です。 

下見だけの参加も歓迎です。多くの会員の方々のご参加をお待ちしています。          (嶺 記) 

                                

■室内勉強会（Zoomオンラインで実施） 

12月：「稲作をもっと知りたい！」 

12 月は室内勉強会担当の佐藤が稲作についてお話しします。令和の米騒動やインバウンド外国人のオニギリ

人気など新しい話題も増えたイネですが、身近なもの過ぎて却って知らないこともありそうです。今回稲作の

再発見をしてみませんか。多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

日 時：12月 12日（金）19：30～21：00 

講 師：佐藤淳（H24） 

概 要：イネは遠い昔、海を渡って日本列島に導かれるようにやって来ました。イネと日本の相性は相思相

愛のベストカップルで、東アジアの片隅の小さな島国を豊かな国に育てた源でした。栽培土壌に水を溜める農

法は東南アジアから中国を経て確立された智恵と技術の結晶で、SDGsの観点からも卓越しています。古代人は

海にイネの道を重ねていました。日本の風土と文化に深く根差した不思議な植物であるイネをいろいろな視点

からご紹介させていただきます。                            （講師 記） 

参加方法等：お申し込みなどの詳細は会員MLで別途ご連絡致します。 

問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 ：ugk58629@gmail.com         ：090-3532-0479 

               佐藤 淳 ：sato.forest2807@gmail.com  ：080-1081-1034  

                                           （佐藤淳 記） 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
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■山こい倶楽部 第 120回企画「奥多摩むかし道」 

表題につきまして以下の通りご案内致します。 

「奥多摩むかし道」は、旧青梅街道と呼ばれていた道で、氷川から小河内に達するまでの道です。この街道

は、小菅から大菩薩峠を越えて甲府に至る甲州裏街道で、甲州街道より 8 kmほど近道であったそうです。     

現在の青梅街道は、柳沢峠を越えて塩山（甲州市）に至る道で 1878年（明治 11）に開通しました。多摩川沿

いの谷筋に広葉樹林が広がり、コナラ、クヌギ、ヤマモミジなどが中心です。秋は紅葉が美しく、足元には野

菊やホオズキなども見られます。渓谷部や集落周辺の変化に富んだ環境で、多様な里山植物が観察できます。 

1.日時：11月 30日（日） 

2.集合：8：50奥多摩駅（のりば 2に並んでください）9：00発（奥 09）鴨沢西ゆきバスに乗車→9：13水根

バス停着 

3.コース：詳細は以下 URLを参照ください。 

      https://www.okutama.gr.jp/site/map/pdf/mukashi.pdf 

    9：30水根バス停⇒9：31大麦代トンネル⇒10：47 水根⇒11：52奥多摩むかし道入口⇒11：53小河内 

ダムゲート⇒12：13道所橋⇒12：31しだくら橋⇒12：38惣岳⇒12：56梅久保バス停⇒13：08白髭神

社⇒13：15境⇒13：24小中沢⇒13：38檜村橋⇒13：43桧村⇒14：07槐木⇒14：28奥多摩むかし道入

口⇒14：39奥多摩駅 

    （行動時間 約 5時間（休憩除く）距離 11.9 km登り 402 m 下り 582 m） 

4．装備：一般的なハイキング装備、地図、コンパス、行動食、非常食、保険証 

5．その他：11月上旬に下見予定です。詳細改めてご連絡します。 

6．参加費：500円 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

注意事項： 

* 会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

* 天候などで中止をする場合は前日 20：00までに参加者にメールにて連絡します。 

* 不明な点は事務局までご連絡ください。 

参加を希望される方は 11月 28 日（金）までに竹山までメールでお申し込みください。 

(山こい事務局 竹山 amayekat196602011@gmail.com TEL.080-1147-0043） 

 

■森こい倶楽部 第 71回 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：渋沢上地区丹沢百景の紅葉から四十八瀬川の小田急線ビューポイントへ 

プラス Oneテーマ：四十八瀬川 

開催日：12月 7（日）10：00～15：00 

集 合：小田急線 渋沢駅 10：00 

リーダー：金子正美（H30） 

参加費：500円（保険代含む） 

所持品：名札、昼食、飲み物、シート、雨具、筆記具、など。 

https://www.okutama.gr.jp/site/map/pdf/mukashi.pdf
mailto:amayekat196602011@gmail.com
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申し込み：ご参加の方は、12 月 5 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願

いします。未登録の方はお申し込み時に緊急連絡先（続柄）も合わせて回答下さい。（個人情報は本目的以外

には使用せず、厳重に管理いたします） 

メールアドレス：m.hisano77@gmail.com  TEL:090-8280-1816 

＜催行条件＞ 

荒天が予測される（少雨では決行）などで中止する場合は、前日 17：00に確認した後速やかに JFIKメール

で連絡します。 

＜概要・行程＞ 

秦野盆地渋沢駅から、御嶽神社経由四十八瀬川を渡り、上地区に上がります。生き物の里から丹沢百景の眺

望を楽しみ公民館で昼食、上秦野神社から、菖蒲地区里地を下り、寺社を巡り、四十八瀬川の土手に至ります。

清き流れと小田急線のビューポイントを経由し、渋沢駅に戻ります。秋の里地・里山の紅葉を愛でる事が出来

ます。四十八瀬川を渡る他、短いですが急坂のアップダウンが数ヶ所あります。 

＜コース概要＞ 

渋沢駅      →沼代御嶽神社→四十八瀬川甘柿橋→馬場坂→上公民館      →長福寺→柳川生き物の里→丹沢百景→

上公民館      （昼食）→上秦野神社→菖蒲地区里地→東光院→熊野神社→小田急線踏切→四十八瀬川土手道→

田頭橋→渋沢駅      、歩行約 6 ㎞ 

 

以降の予定（事情により変更になることもあります） 

1月 11日（日）長柄山古墳から葉山海岸林の初詣（逗子市・葉山町） 

2月 1日（日）厳島湿原から遠藤原の眺望（中井町） 

3月 1日（日）桑都八王子片倉城址の芽出しから絹の道・鮎の道（八王子市他） 

（事務局代表 久野） 

 

■鳥こい倶楽部 2026年シーズン 特別企画「宮城県伊豆沼・蕪栗沼の雁を訪ねる（3日間）」 

（案内人：中澤均） 

鳥こい倶楽部の 2026 年シーズンが始まります。初回は特別

企画として日本最大の雁（ガン）類越冬地として知られる宮

城県の伊豆沼と蕪栗沼を訪ねます。 

マガンの大群の中からヒシクイ、シジュウカラガン、カリ

ガネ、ハクガンを探します。また南三陸町志津川湾にコクガ

ンを探しに行きます。近年、実に 6 種類の雁の仲間が観察さ

れています。更に夕暮れのねぐら入りや早朝の飛び立ちは感

動ものです。雁以外にも多くの冬鳥が越冬しています。 

現地ではマイカーで廻りますので、参加者数は限定されま

す。お早めにお申し込み下さい。 

・日 時：12月 11日（木) 13：10～13日（土） 12：30 頃 

・集 合：12月 11日（木) 東北新幹線くりこま高原駅改札 13：10 ※（昼食を済ませて集合下さい） 

 ※東京方面から「やまびこ 57号」くりこま高原駅 13：01着があります。 

 ※マイカー利用の場合：県内各地→東北自動車道→築館 IC→くりこま高原駅（5～6時間程） 

tel:090-8280-1816
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・解 散：12月 13日（土） 東北新幹線古川駅 12：30 頃 ※（昼食は解散後を予定） 

 ※東京方面へ「やまびこ 56号」古川駅 13：10発がありますが、解散が遅れる場合もあります。 

・コース：野鳥の出方や天候で変更になる場合があります 

 1 日目…くりこま高原駅（集合 13：10）→伊豆沼周辺でマガン・ヒシクイ・ハクガンなど観察→ 

     ホテル（チェックイン）→（夕方）伊豆沼でガンの塒入り観察→ホテル（夕食・宿泊） 

 2 日目…（早朝）伊豆沼でガンの飛び立ち観察→ホテル（朝食）→ 

     南三陸・海のビジターセンター周辺でコクガン観察→南三陸さんさん市場（昼食）→ 

     道の駅みなみかた付近でカリガネ観察→蕪栗沼で塒入り観察→ホテル泊（夕食） 

 3 日目…（前日荒天だった場合早朝）伊豆沼でガンの飛び立ち観察→ 

     ホテル（朝食・チェックアウト）→蕪栗沼周辺で徒歩観察→化女沼で水鳥観察→ 

     古川駅（解散 12：30頃） 

・参加費：3,000円（3車間のガソリン代・高速代等の車代等、資料代他） 

     （別途宿泊費、夕食代、昼食代が掛かります） 

・装備等：お金、防寒着、レインウェア上下、着替え、洗面用具、常備薬、ハイキングシューズ、 

     観察用具（双眼鏡・図鑑、あればスコープ）、スマホ、スマホ充電器 

・募集人数：10名程（マイカー参加人数により調整します） 

・参加対象：JFIK会員、会員の家族・友人・知人（万一の場合、会員から連絡可能な方に限ります） 

・参加申し込み＆お問合せ：Eメールで下記内容を幹事 中澤(均) h-naka@k04.itscom.net 宛 

      申し込み締切 11月 14日（金）までにお申し込み、またはお問合せ下さい。 

 参加者名（会員自身及び同行者名）、交通手段（新幹線、マイカー、マイカー同乗希望の何れか）、 

 携帯電話番号（会員自身及び同行者） 

・宿 泊：EPOCA21 ホテルエポカ（くりこま高原駅前）2泊 https://epoca21.co.jp/ 

 各自で朝食付き 2泊を早めに予約下さい。 

 夕食は同ホテル内のレストランで各自注文して頂きます。 

 参考宿泊費 シングル 2泊朝食付 13,600円～（楽天トラベルなど） 

・マイカー同乗について： 

 現在、川崎付近付及び小田原付近よりマイカーに同乗可能な予定です。 

 （マイカーの場合、休憩時間を除き片道 5時間程掛かります） 

 （新幹線は東京駅から「くりこま高原駅」まで 2時間 20分程） 

 往路の「くりこま高原駅」まで、及び復路の「古川駅」からの交通費は乗車人数で按分します。 

 同乗希望者の状況で、便乗人数・集合場所・参加可能人数を調整します。 

・その他注意事項： 

 雨天・荒天決行です。 

  自動車保険以外は、特に本イベントで保険に加入しませんので、各自対応願います。 

 （中澤（均） 記）            

https://epoca21.co.jp/
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■かながわジュニア・フォレスター教室 2025 第 2回｢森で遊ぼう｣ 

日 時：10月 19日（日） 9：00～15：30 曇 

場 所：神奈川県立茅ヶ崎里山公園 

参加者：23名（子ども 17名、大人 6名） 

JFIKスタッフ：阿部、石川、小澤、角田、梶浦、中澤（均）、西岡、橋本、花村、羽田、吉無田 

公益法人かながわトラストみどり財団：志村、南橋、看護師 1名 

概 要： 

スタッフはパークセンター前に 8：15 に集合し、朝礼後 8：45 より受付

を開始しました。キャンセルもありましたが、参加者 23 名を予定通り 4 班

に分けることとしました。9：10 より開会式を実施し、かながわみどりト

ラスト財団の挨拶のあと、スケジュール等の紹介、安全注意を行いまし

た。 

自然観察ルートを通って、自然と触れ合いながら、谷の家前広場へ。谷

の家前広場では、竹林で竹材伐採・玉切り・枝打ち体験を行いました。 

そのあとはお待ちかね、バ

ウムクーヘン作りです。バウムクーヘン用に竹材を加工し、炭火

を起こして、生地を作り、バウムクーヘンを焼いていきます。炭

火の火加減が難しく、昼食時間も交代でバウムクーヘンを作る班

もありましたが、最終的には全ての班がおいしいバウムクーヘン

を作ることができました。 

午後からは竹クラフトの時間です。①竹ぽっくり、②竹おばけ、

③竹ブンブンごまの 3 種類を行いました。このうち①と③は身体

を使って楽しめるもの、②は創造性が磨かれるものです。特に②では、竹おばけだけでなく、カエルや豚など

個性あふれる作品ができました。 

最後に班別に感想文を書いた後、班別代表者の感想発表がありました。公益法人かながわトラストみどり財

団より修了書が授与され、集合写真を撮りました。感想文では、「バウムクーヘンがおいしかった」「竹ブン

ブンごまがうまくできてうれしかった」等の声が寄せられました。             （花村 記） 

 

  

活動報告 

竹林伐採 

バウムクーヘン作り 

竹クラフト（竹おばけ） 

集合写真 
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■名瀬谷戸の会 

1回目 定例活動 

・日 時：10月 4日（土）9:00～12:00 午後は雨のため中止 

・参加者：合計 32名   

JFIK：5名 地元・地域：11名 ファミリー： 

8名 横浜メダカの会：7名 見学：１名 

・作業内容：●ゾーン 6雑木林再生のための実生マーキング、 

希少植物保護、草刈り、およびマダケエリアの間伐 ●こ   

ども里山体験班：農園の周りの草取り、サツマイモの試し 

掘り、クリ拾いと茹でクリを食べた ●横浜メダカの 

会：池の雑草処理、池の生物調査、水質・微生物調査 

 

 

2回目 定例活動 

・日 時：10月 12日（日）10:00～15:00  

・参加者：合計 12名  

JFIK：3名 地元・地域：3名 ファミリー：4名 

見学：2名 

・作業内容：●ゾーン 6で、しがら柵を 2つ作成した。午後 

は、ファミリーを含め、材料を用意して柵を完成させ、そ 

こにタケくずなどを集めた。 ●こども里山体験班：午前 

はカキもぎ、ぶんぶんゴマ作り 午後はしがら柵づくりの 

手伝い 

 

 

3回目 定例活動 

・日 時：10月 14日（火）10:00～15:00 

・参加者：合計 13名  

JFIK：4名 地元・地域：9名 

・作業内容：●ゾーン 6 マダケエリアの間伐、しがら柵の整 

備、片付け ●ゾーン 6の草刈り 

 

 

 

                                   

 4回目 定例活動 

・日 時：10月 20日（月）10:00～15:00 

・参加者：合計 16名  

JFIK：6名 地元・地域：10名  

・作業内容：●ゾーン 6 マダケ林の間伐、しがら柵の整備、 

  片付け しがら柵を 3基設置 ●ゾーン 6の倒木の処分・ 

片付け・搬出 

 

 

 

 

 

 

 

（福田 記） 

 

 

 

 

ゾーン 6 での草刈り 

倒木の玉切り 

集合写真 

しがら柵をつくり竹くずを集めた 
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■四季の森公園「特定植物観察会～キクの仲間」 

日 時：9月 28日（日）晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池周辺、しょうぶ園ほか 

参加者：一般 11名、公園職員 1名 

スタッフ：日比野、西岡、三樹、嶺 

 まず、北口広場でキク科の花の特徴を学びました。概ね以下の内容です。 

・1つの花に見えるものは小さな花（小花）の集まりで頭花と呼ばれ、小花には筒状花と舌状花がある。 

・頭花には、アザミのように筒状花だけでできているもの、タンポポのように舌状花だけでできているもの、

ヒメジョオンのように筒状花（内側）と舌状花（外側）でできているものの 3タイプがある。 

・小花は、1 本の雌しべに 5 個が合着した帯状の雄しべが密着し、その周囲を先が 5 裂した筒状の花弁が取り

囲むか、舌状の花弁が外側につくという構造で、がく片は冠毛に変化している。 

・筒状花と舌状花でできている頭花の多くでは周囲の舌状花は雄しべを欠き、コスモスなど一部は雌しべもな

い。 

小花の構造は模型を使って説明され、スタッフが持参したアキノノ

ゲシとキバナコスモス、花壇のジニアを観察して実際の花の構造を確

かめました。舌状花や筒状花で先が二つに分かれた小さな雌しべを見

つけると、小さな歓声があがっていました。キクの花の構造がわかっ

たところで、2班に分かれ園内の散策に向かいました。 

 はす池沿いでは、ダンドボロギク、セイタカアワダチソウなどを前

に、キク科の植物には外来種が多いという話から、セイタカアワダチ

ソウが花粉症を起こすという誤解を解いたり、観賞用のキクは奈良時代

に薬用として中国からもたらされたキクが元であることなどを学んだりしました。また、多くが虫媒花のキク

科には珍しく、風媒花であるヨモギの花、今年はあまりきれいに咲かず大部分が処分された中で、1、2 株お願

いして残しておいてもらったコスモスとジニアの花の構造、シロヨメナの葉と蕾などを観察しました。しょう

ぶ園では、多くが綿毛（冠毛）による風散布種子をつけるキク科の中で、珍しく水散布種子をつけるタカサブ

ロウの花と実を観察しました。しょうぶ園から春の草原にかけての各所にユウガギクの群落があり、カントウ

ヨメナとの区別の難しさが話題になりました。ヒメムカシヨモギとオオアレチノギクが並んでいた所もあって、

よく似た 2種の違いを確かめることができました。付近にはベタベタの痩果を動物に付けて種子を散布するコヤ

ブタバコもあり、一部の実はすでに手にくっつく状態になっていました。春の草原ではユウガギクが花盛りだ

ったほか、セイヨウタンポポが 1株あり、頭花 1つが開花していました。また、フウロソウ科のゲンノショウコ

もたくさん咲いていました。北口方面への帰路では、見頃のシラヤマギク、花期を終えたヒヨドリバナ、咲き

始めのタイアザミなどを観察。さらに斜面を少し登って、開花したガンクビソウ、

蕾をつけたカシワバハグマやオケラなどを見ました。ガンクビソウは各所にあっ

たヤブタバコ、コヤブタバコと同様ベタベタの痩果をつけます。斜面を下り、チ

クチクの痩果を動物につけて種子を散布するコセンダングサやアメリカセンダン

グサを観察し、石垣のツワブキやイエギクの葉を確認して北口に戻りました。最

後に足元のウラジロチチコグサのロゼットが紹介され、配布資料にあったリスト

により今日見られたキク科の植物を確認しました。筆者が同行した班では、開花

していないものも含め全部で 28種でした。         （日比野 記） 

タカサブロウを観察 

シラヤマギク 
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■室内勉強会 「バラと人・・バラ（薔薇）は人媒花？」 

日  時：10月 10日（金）19：30～21：00 

講  師：広川一久（H26） 

会議方法：Web（Zoom）利用のオンライン会議 

参加者：内間、大谷（雅）、岡部（桂）、河野、篠田、鈴木（茂）、鈴木（敏）、瀬尾、高田（裕）、高梨、

田口、竹山、中澤（均）、日比野、山路、山本（明）、吉無田、嶺、佐藤（淳） 計 19名 

今回の講師は、広川一久さんでした。インストラクターになられ

てから 10年間。多彩な趣味の 1つにコウシンバラをきっかけにバ

ラを探索してこられたとのことで、講義をして戴きました。始め

に、バラのカテゴリ（野生種、古代からの栽培品種、人工交配によ

る現代の栽培品種）を教えて戴いた後、バラと人（日本人と西洋

人）との歴史についてお話をして戴きました。多数の参考文献から

非常に多くの造詣が深い引用文・歌・絵などが躍り出て来て、私と

しては目移りするばかりで、広川さんの旺盛な好奇心と探求心に感

心しきりで聞き入ってしまった次第でした。本当は数日かけてじっ

くり聞かせて戴けなければ十二分に把握できないくらい濃密な講義

でした。特に、西洋人のバラに対する執拗なまでの愛着心には舌を

巻く次第でした。私は、改めて、日本人（東洋人？）と西洋人との感性・文化・歴史がこんなにも異なるのか

と再考させられた次第です。 

確かに、西洋諸国は、歴史的にも世界を席巻してきたので、世界中のあらゆるものを収集し、改良してきた

歴史の一片が垣間見られた感があります。しかしながら、私自身、日常生活の中では、バラよりも移り行く季

節が感じられるウメやサクラなどにどうも関心が行くようです。日本人の感性かな？と思います。確かに、お

彼岸でお墓参りした時、ヒガンバナにふっと目が行きます。また、散策でも畦道を歩くと、ヒガンバナのあで

やかさに感嘆の声が漏れ出ます。その中、年に一度、散策で横浜市内にある英連邦戦没者墓地に行く機会があ

るのですが、確か、各々のお墓に、バラが植えられていたことを思い出しました。これは、まさに、“名誉”

を象徴する西洋人の価値観ではないかと思った次第です。やはり、今でもそうですが、明治時代から西洋化さ

れ続けてきた日本でも、若干、感性、価値観の相違が続いているようですね。ところで、講義の中で、西洋で

はバラの美しさや香りに魅了されているとのことでしたが、その中でも、モダンローズ（現在 3万種）誕生に貢

献した多様性のあるアジア 10 種類の中に中国と日本のバラがあることは知るよしもありませんでした。今でも、

自然界にない色（青）や香りを探求し続けているとのこと。やはり、バラは西洋人の価値観に翻弄され続けら

れたのでしょうか。今では、世界中の人々に翻弄され続けられている「人媒花」かも知れませんね。 

（鈴木(茂) 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コウシンバラ 

野生種（テリハノイバラ） 

 

古代からの栽培品種 人工交配による現代の栽培品種
（ラ・フランス） 
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■山こい倶楽部 第 119回企画「三頭山」 

日 時：10月 18日（土）曇時々晴 

場 所：三頭山 

参加者：松井（リーダー）、竹山（サブリーダー）中澤（靖）、中澤（均）、中澤（美）、三樹、橋本、篠田

（以上 8名） 

行動時間：5時間 9：30～14：30 休憩 50分 

歩行距離：9.5 km 登り 795 ｍ 下り 1,115 ｍ 

コース：武蔵五日市駅（バス）都民の森 1,000 ｍ→鞘口峠 1,142 ｍ 

→見晴し小屋 1,397 ｍ→三頭山 1,531 ｍ→避難小屋 1,433ｍ 

→大沢山 1,482 ｍ→槇寄山 1,188 ｍ→西原峠 1,159 ｍ 

→数馬 690m（バス）武蔵五日市駅 

三頭山は東京都の水源林としてブナの原生林が保全され都民の森と

して整備、バスが運行されてからは手軽に登れるようになった。バス停はすでに標高 1,000 m、少し頑張って登

ればブナの巨木たちに出会えるのは嬉しい。山こい企画では 2022 年 6 月に初夏のブナ林を楽しみ、今回は色づ

き始めの樹々を愛でふかふかの落ち葉の感触を味わう気持ちの良い山歩きとなった。 

土曜日の武蔵五日市駅に8：00集合するとバス停は長蛇の列。臨時

バスが出て 1 時間ほどで都民の森到着。曇り空の中歩き出すと道端

には秋の花が次々出迎えてくれる。ヤマトリカブト、シロヨメナ、

カメバヒキオコシ、サラシナショウマ、ノコンギク、ムカゴイラク

サ、ヤクシソウ、シラネセンキュウ。見上げると橙色のツリバナの

実、足元にはホコリタケなど観察しながら鞘口峠には 20 分ほどで着

く。歩きやすい尾根道をしばらく登ると見晴し小屋、大岳山から馬

頭刈山に続く稜線の向こうに銀色に輝く埼玉ドームが望めた。ここ

から上はヒトツバカエデの黄色が目につくようになり、樹々の彩が少しずつ増していく。ようやくブナの路に

入ると胸高直径 30～40 ㎝のものが多い。樹齢は 80～100年、80 ㎝程度の巨木は 200年、一番若そうな直径 10

㎝のブナでも樹齢 40 年程度はあるらしい。幼木はほとんど見られず。現在の気候条件では気温が高く乾燥して

いるため実生が育つことはほぼないという。残念だが三頭山のブナ林は更新されることなく終わる可能性があ

るという。この先も美しいブナの林を見守りに四季折々の巨木たちに会いに来よう。山には元気の素がある。

ナツツバキ、ケヤマハンノキ、ミズナラ、コハウチワカエデ、ヨグソミネバリ、ダケカンバ、ジゾウカンバ、

などなど看板があるので楽しく樹木観察。うっすら日差しが出てくると

山道が輝き始めた。ウルシの真紅が青空に映え、オオカメノキの橙赤

色、オオイタヤメイゲツの真紅、ヒトツバカエデの黄色、まさに山装う

秋のはじまり。山頂で記念撮影のあと大沢山で昼食とする。富士山は傘

雲に隠れている。じっとしていると寒くなるので早々に昼休憩を終えて 1

時間ほどで槇寄山。西原峠からは歩きやすい緩やかな下りの尾根道を 30

分ほど下るとバス停まで近道の道標があり急激下りの道を選択。慎重に

落ち葉の急降下を 20 分ほどで道路にでた。予定よりも早いバスに乗車。三頭山山頂付近はたくさんの登山者で

にぎわっていたが大沢山からは静かな山歩きとなり樹々の彩を存分に楽しむ素晴らしい秋の一日となった。 

（篠田 記） 
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■森こい倶楽部 

テーマ：「境川高座崖線、野鳥の森から久田緑地（大和市）」 

日 時：10月 5日（日）10：00～15：30 晴 

参加者：山路、引田、西岡、角田、塙、皆川、阿部、和田（昇）、大谷、石川、金子、久野、広川、会員外 5名

以上 18名 

コース概要：小田急線高座渋谷駅→大津家長屋門→左馬神社→上和田野鳥の森→信法寺→薬王院→谷戸･谷戸頭

緑地→宮久保公園（昼食）→左馬神社→久田緑地→上野原バス停→大和駅（解散） 

開催概要 

今日は、西は引地川、東は境川に挟まれた高座丘陵の、境川崖線に残る緑豊かな里地里山を歩きました。ス

タート地点の小田急線高座渋谷駅のあるかつての相模国高座郡は、古代から現在まで続く郡名で（現在も寒川

神社辺りは高座郡）、今の神奈川県にあてはめると、藤沢市・茅ヶ崎市・相模原市・大和市・海老名市・座間

市・寒川町を含む広大な地域でした。平安時代末期に相模国高座郡渋谷荘を拝領した桓武平氏の末裔が渋谷氏

を名乗り、以前から所領としていた武蔵野国豊島郡谷盛荘も

渋谷荘に改めました。この地が今の東京の渋谷です。そんな

古代から続く地域を歩きました。 

しばらく歩くと道がなだらかに下り、崖線を境川に向かっ

て歩いていることが分ります。坂の下には屋敷林が広がり、

江戸時代末期に造られた大津家長屋門近くに、「かながわ名

木 100選」に選定されたケヤキの古木が悠然とたたずんでいました。 

屋敷に隣り合う下和田左馬神社は、境川や引地川流域一帯にある「さば神社」

のひとつで、祭神は源義朝。その理由は頻発した川の氾濫は平治の乱で殺され

た義朝のたたりによるものとされ、その霊を鎮めるために義朝を祭神として祀

った、と言われています。義朝が朝廷の官職である左馬守だったので左馬神社。 

林縁にカラスザンショウの実生が生えるシラカシ林を抜け、上和田野鳥の森

を目指します。道筋の民家の庭にミヤギノハギが赤紫色の花を一杯につけてい

ます。秋の七草。「秋の野に 咲きたる花を および折り かきかぞふれば 

七種の花」、「萩の花 尾花葛花 撫子の花 また藤袴 朝貌の花」。山上憶

良 ハギの花は万葉集に 142首も詠われ、日本人の大好きな花です。 

上和田野鳥の森は、崖線緩斜面にある落葉樹を中心とする湿地帯のある森で

す。森の入口にはショウジョウソウが朱色と緑色のコントラストが美しい葉を

つけており、草むらはアキノノゲシで一杯。冠毛がフワフワと舞っていました。森の中には湧水でできた小川

や湿地帯があり、湿地を好むツリフネソウが満開でした。 

森を出てまた崖線を下り、台杉の美しい信法寺や谷戸・谷戸頭緑地を経て境川

川沿いの宮久保公園でお弁当。お弁当の後は境川沿いに上流方向に歩き、もう一

つの左馬神社を経て久田緑地に向かいます。久田緑地は境川河岸段丘に沿って南

北に約 1 km 伸びる緑地で、近代以前から薪炭林として大切にされた里山です。現

在は「かながわトラストみどり財団」が、「守り残していきたい緑地」として保全活動をバックアップしてい

ます。涼しくなったせいか元気になった蚊を追い払いながらよく手入れされた緑地を抜けると、今日のゴール

の上野原バス停はすぐ近く。境川崖線に残る里地里山を歩いた一日でした。         （広川 記） 

上和田野鳥の森 

秋の七草 ハギ 

ショウジョウソウ 

ツリフネソウ 
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No.30 箱根九頭龍の森  （嶺義則） 

▶ 概要 

 箱根の 3 つの森のうち、No.28 で箱根やすらぎの森を紹介させてもらいま

した。今回は九頭龍の森です。本来は九頭龍神社の境内の森を指しますが、

神山ロッジ・コテージやセラピーロードまで含めて九頭龍の森と呼んでいま

す。今回はそれらを含めて紹介します。 

▶ 湖尻からの九頭龍の森へ 

九頭龍の森に行くには、芦ノ湖の湖畔を湖尻地域から箱根園まで続く全長

約 3 km の九頭龍の森セラピーロード（別名神山通り）を通ることになりま

す。今回は湖尻から歩くことにします。 

湖尻側入口には、室町時代に設置されたと言われる宝篋印塔（ほうきょう

いんとう）と根元から歪曲したケヤキの巨木があります。湖尻地区やこの道

の歴史に関する記述は殆ど残っていないのですが、鎌倉時代以前から足柄路

を通って箱根神社を訪れる参詣道だったようです。この道が余り知られていないのは、ひとつには江戸時代に

関所破りを防止するために湖尻地区を立ち入り禁止区域とし、この道も廃道にしたことがあると思われます。

道は舗装されていますが、工事関係者以外車の進入は禁止されており、

時々通るレンタル自転車に気を付けながらも、ゆったりと歩ける道に

なっています。 

セラピーロードの周りの急斜面にはアカガシ、ヒメシャラ、ブナ、ヤ

マザクラなどが強風に耐えて、幹をくねらせながらも大木化しているも

のがいたるところにあります。夏にはキビタキやサンショウクイ等の小

鳥のさえずりも聞こえますが、ソウシチョウやガビチョウを見かける機

会も多いです。 

この道の途中の針葉樹林帯に入ったところに駒ケ岳・神山に通じる「防の沢登山口」があります。2015 年に

発生した大涌谷の小規模噴火以降、駒ヶ岳・神山の登山道が通行禁止になっていましたが、昨年 7月には駒ヶ岳

に通じる登山道、今年 3 月には神山への登山道が通れるようになりました。（神山～大涌谷間は現在も通行禁

止） 

▶ 九頭龍神社 

九頭龍神社は、湖尻から 2 km 位歩いたところにあります。757 年に箱根神社を開いた万巻上人が、神々の力

を借りて、住民を苦しめていた九つの頭を持つ毒龍を改心させて、以降芦ノ湖の守護神となった九頭龍を祭っ

た神社とのことです。ただ、九頭龍伝説は箱根に限ったものではなく、九頭龍を祭っている神社は日本各地に

20 ケ所以上存在しています。九頭龍伝説は仏教と共に日本に伝わり、神仏習合の流れの中で神社に祭られるよ

うになったようです。九頭龍神社は色々ご利益がある中で、特に縁結びにご利益があるとのことで若い女性や

カップルに人気があり、600 円の拝観料にもかかわらず、箱根園からやってくる訪問客が絶えずいます。しかし、

殆どが本宮を参拝するだけで本宮の奥に広がっている九頭龍の森の中心には入らないので、散策路には時には

シカやイノシシの足跡だけが残っている箇所もあります。九頭龍の森ではカラ類、メジロ等などの留鳥の混群

や、コルリ、ホトトギス、クロツグミなどの夏鳥、シロハラ、ジョウビタキ、ツグミなどの冬鳥に出会うこと

湖尻入口の宝篋印塔とケヤキの巨木 
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もできます。また、ケヤキ、ヒメシャラ、などの大木も見られます。森の端

まで行くと小さな砂浜があり、ここからの芦ノ湖の眺めも素晴らしく、私の

お勧めです。 

▶ 神山ロッジ・コテージ 

さて、神社の境内との間に境もなく隣接しているのが西武の神山ロッジ・

コテージです。その案内板では九頭龍神社側と一体となって九頭龍の森とな

っていました。神社側はこれで不満はないのかなと気になり、少し調べてみました。西武グループの創始者で

ある堤康次郎が箱根の開発に着手した時に、箱根神社を堤家の氏神様と決め、箱根神社の奥宮（駒ヶ岳山頂）

を寄贈、その子の堤義明の時に荒れ果てていた九頭龍神社を再建したとのことで、背景は何となく理解できま

した。九頭龍神社は再建されたものの、1989 年に開業した西武の神山ロッジ・コテージは採算が取れずに 2010

年に営業停止。今でも草刈等はやっているようですが、殆ど廃墟状態です。敷地はかなり広く、ヒメシャラな

どの大木があり、様々な小鳥の声が聞こえてきます。最近はシカも出没しています。栄枯盛衰やバブルからの

時の流れに、珍しくセンチメンタルにさせられる場所です。 

▶ 箱根園へ 

九頭龍の森を散策した後は、セラピーロードに戻り、残り約１ kmを歩くと箱根園に出ます。西武グループの

箱根の拠点となっている箱根園と言えば、一本桜が有名です。1956 年、西武グループの堤康次郎が箱根の芦ノ

湖畔にキャンプ場を設営しようと、シンボルとしてオオシマザクラを他の場所から移植したもので、現在では

枝張り 23 ｍ高さ 12 mで富士山に似た円錐形なので人気が出ました。一本桜と呼ばれているものの、実は 5本

の桜の木が寄り添って立っており、一本桜ではありません。機会があったら下の方を覗いてみてください。 

総合レクリエーション施設が少ない箱根において、箱根園にはレストランやお土産店に加えて、水族館、ふ

れあい動物ランド、水陸両用バス、駒ヶ岳ロープウェイなどのアトラクションがあり、いつも観光客でにぎわ

っています。バス停から右に歩いていくとザ・プリンス箱根芦ノ湖の入口があり、そのまま通路を進むとホテ

ルの湖畔に面した庭に出られます。この庭は宿泊客以外も入ることができます。遊覧船や水鳥を眺めながら人

影もまばらな庭を散歩していると、ふと海外のリゾートホテルに来た錯覚に陥るのは私だけではないかも知れ

ません。箱根園からは 30分おきに小田原駅行きの始発バスが出ているので、帰りも便利ですよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 昼食＆休憩 

湖尻と箱根園には沢山レストランがあります。コンビニがないので、野外で昼食を取る場合はご持参下さ

い。九頭龍神社の入口直ぐに大きな芝生の広場があります。テーブルと椅子もあり、昼食にお勧めです。 

▶ アクセス 

Õ バスの場合 

往路： 伊豆箱根バス 小田原駅東口 5 番乗場 

箱根園行き 湖尻下車 （箱根園から入る場合は箱根園下車） 

復路： 伊豆箱根バス  箱根園バス乗り場 小田原駅行き（箱根園から入る場合は湖尻バス停） 

Õ 車の場合 

湖尻無料駐車場（湖尻から入り、箱根園から駐車場に戻るのは、上記伊豆箱根バスに乗り、湖尻下車） 

箱根園から九頭龍の森に行く場合は、箱根園の有料駐車場（平日 1,000 円/日、休日 1,200 円） 

▶ その他 

九頭龍神社に入るには 600 円がかかります。トイレは湖尻、九頭龍神社、箱根園の 3 ケ所にあります。 

▶ 関連情報（ウェブサイト） 

九頭龍神社：箱根神社（九頭龍神社）公式ホームページ https://hakonejinja.or.jp/ 

箱 根 園：箱根園公式ホームページ https://www.princehotels.co.jp/amuse/hakone-en/ 

廃墟化する神山ロッジのホール 

■ アドバイス 

https://hakonejinja.or.jp/
https://www.princehotels.co.jp/amuse/hakone-en/
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自然を愉しみ社会に貢献 

R6 阿部 晃巳 

初めて森林インストラクターの存在を知ったのは、30年ほど前になります。 

ボーイスカウト指導者の地域の指導者会議の中で森林インストラクターになられた方の基調講演がきっかけ

でした。日頃、ボーイスカウトで森や山でキャンプやハイキングなど楽しんでいましたが、植物の名前や由来、

地形のもつ歴史や背景、生態系の循環や関わりなど森林インストラクターから伺った内容は、私にとってとて

も新鮮で大いに興味を持ちました。すぐに「森林インストラクター入門」なる書籍を購入して読んでみるとそ

の範囲の広さと深さに愕然としました。当時は仕事だけでなくボーイスカウト活動も忙しく、とても新たに森

林インストラクターに挑戦する時間がなく、断念したものの、いつか自分の時間が持てるようになったら絶対

に取り組んでみたいと思っていました。 

それから 30 年が経ち定年退職を迎え、いよいよ自由な時間が持てることになり、セカンドライフについて考

えるようになりました。そこで子供の頃から深く心に刻まれた言葉を思い出しました。「人のお世話にならぬ

よう、人のお世話をするように、そして報いを求めぬように」これは、初代日本ボーイスカウト総長であった

後藤新平の言葉であり、子供の頃から印象に残っていました。自分の好きなことで誰かのためになれないかと

考えたとき、森林インストラクターになって野外活動や動植物に興味がある人のお手伝いが出来たらと考え、

覚悟を決めてインストラクター試験に臨みました。幸い、一年目で試験に合格することができましたが、実際

に人様に何かをお伝えできる知識も能力も全く乏しい状況でした。 

自分一人で森の中を散策し書籍を読んでいても知識の習得には限界がありました。色々調べてみると在住す

る大和市に泉の森があり、植物調査部会とガイド部会にボランティアとして参加し、実践の中で勉強できるこ

とが分かり、参加することにしました。また、大和市では「トコロジスト」という活動を推進しています。こ

れは、市内 6か所ほどの森ごとに保全や観察する活動です。ピアノの専門家はピアニスト、経済の専門家はエコ

ノミストというように、その「トコロ＝森」の専門家としてトコロジストと呼ばれています。単に動植物だけ

でなく、昆虫や野鳥、生態系までも深く理解し、森の保全に努めるというものです。自宅から 7～8 分程度のと

ころに対象の森があることを知り、ここでも活動できることになりました。そこでは、木に掛けた巣箱にシジ

ュウカラが営巣していたり、夏には水辺でゲンジボタルが見られたりと身近なのに知らなかった素敵な発見が

たくさんあり、日々楽しんでいます。最近では、かつて活動していたボーイスカウトを裏方としてサポートさ

せていただくようになりました。JFIK を含め、こうした多角的に自然を楽しむ活動を通じて知識を蓄え、微力

ながら一般の方にも自然の楽しさや大切さをお伝えできればと思っています。 

 

 

 

 

 

里研でご案内中 
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書 名：青少年の体験活動等に関する意識調査 

著 者：国立青少年教育振興機構 青少年教育研究センター長 松田恵示 

出版社 : 無し 

発行日 : 2024年 3月 

価 格：0円 

感 想： 

 

今回紹介するのは、本ではなく、ダウンロードすれ

ば誰でも読めるレポートです。「青少年の体験活動等

に関する意識調査」で検索すると出てきます。この調

査は 2006 年から 3 年ごとに行っていて、アンケートは

非常に細かいものです。小学生は保護者の要望も合わ

せて聞いていて、中学 2 年生、高校 2 年生を含め全国

で 3万人近くから回収したアンケートになります。 

概要としては、自然体験が多い子ほど自立性・積極

性・協調性・自己肯定感・道徳観・正義感が高いとい

うきれいな相関関係が見られます。自然体験が子供達

に良い影響を与えることは皆さん知っていたり、なん

となく感じているところだと思いますが、その裏付け

となる資料であり、子供達にとって自然体験がいかに

大事なことか数値で「見える」重要なレポートです。 

2025 年現在、子供の数はピーク時と比べて半分以下

ですが、心の病になる数はとても高く、国の方でも教

育指導要領が変化しています。子供達にとって未知の

ものに触れたり、発見する自然体験はその子の未来に

きっと役立つものであり、森林インストラクターとし

ても大きく寄与することができるのではないかと感じています。 

（橋本 武） 

                                              

 

 

 

  

月刊ブックレビュー
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10月度の会員異動 

10月 31日現在  会員数 173名 

 

月例会が開催されました 

日 時：10月 31日（金）19:30～20:30 

場 所：Zoomオンライン 

出席者：理事 10名、監事 0名、会員 2名  合計 12名 

内容は会員向けメールをご覧ください。 

 

次回月例会 

日 時：11月 28日（金）19：30～ Zoomオンライン会議予定 
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掲 示 板 

編集後記 

ご近所さんに柿を沢山頂い

たので、干し柿作りに挑戦

しました！（松山） 

 

久しぶりにジュニアフォレス

ターに参加しました。丈の高

いモウソウチクを参加者と一

緒に切り倒しました。皆さん

とっても喜んでくれました。

（かじうら） 

白川郷に行ってきました。イ

ンバウンド客が多かったと思

いますが、他の観光地よりも

ずいぶんと落ち着いた雰囲気

でした。（塙） 
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